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■令和元年度第２回岩手県はばたき賞表彰式

を開催しました 

 県教育委員会では、学校教育の一層の充実を図る

ために、本県の児童生徒等による他の模範となる行

為や活動を表彰しています。 

 ２月５日（水）、サンセール盛岡において今年度

第２回目の表彰式を開催しました。善行表彰４個人、

奨励表彰14個人６団体の皆さんに佐藤教育長から表

彰状と記念品を授与しました。 

 表彰式では、佐藤教育長から受賞した皆さんに「未

来に向けて、これからの社会に大きくはばたき、一

層活躍し、ふるさと岩手の発展にも力を発揮してほ

しい」と激励がありました。 

 

 

 

【令和元年度第２回岩手県はばたき賞受賞者一覧】 

受賞者 項 目 

大東高等学校 
 １年 和賀 恵都 

善 行 

釜石高等学校 
 ３年 洞口 留伊 

善 行 

釜石高等学校 
 ３年 佐々木 千芽 

善 行 

釜石高等学校 
 ３年 野呂 文香 

善 行 

奥州市立玉里小学校 
 ４年 菅野 奏良 

奨 励 

盛岡市立飯岡小学校 
 ５年 和野 佳歩 

奨 励 

八幡平市立平笠小学校 
 ６年 日戸 楓乃 

奨 励 

滝沢市立鵜飼小学校 
 ６年 國府田 駿 

奨 励 

奥州市立木細工小学校 
 ６年 菊池 怜史 

奨 励 

宮古市立津軽石小学校 
 ６年 舘下 苺采 

奨 励 

奥州市立胆沢中学校 
 １年 門間 蘭 

奨 励 

盛岡市立飯岡中学校 
 ２年 和野 絢 

奨 励 

 

 

 

 

 また、受賞者を代表して北上市立黒沢尻北小学校

合唱部代表の菊池亜佑さん（６年）があいさつをし

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受賞者 項 目 

盛岡第三高等学校 
 １年 飯塚 蓮 

奨 励 

盛岡南高等学校 
 １年 佐々木 愛美 

奨 励 

不来方高等学校 
 ２年 菊池 音羽 

奨 励 

不来方高等学校 
 ２年 竹内 彩翔 

奨 励 

盛岡工業高等学校 
 ２年 吉田 雪乃 

奨 励 

水沢工業高等学校 
 ３年 和賀 聖龍 

奨 励 

みたけなぎなたスポーツ少年団 
 齋藤 夏未 熊谷 遙 

奨 励 

岩手漆原会 
 

奨 励 

北上市立黒沢尻北小学校 
 合唱部 

奨 励 

岩手県選抜（中学校野球） 
 

奨 励 

盛岡第四高等学校 
 文芸部 

奨 励 

盛岡第四高等学校 
 書道部 

奨 励 

 

～教育委員会の令和２年１月から２月までの歩み～ 

Ⓡわんこきょうだい 

（記念撮影の様子） 
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■第14回全国高校生英語ディベート大会「最優

秀サマリースピーカー賞」の受賞報告がありま

した 

 １月16日（木）、第14回全国高校生英語ディベー

ト大会において「最優秀サマリースピーカー賞」を

本県関係者で初めて受賞した盛岡第一高等学校 一

条佳穂さんが、佐藤教育長を訪問し、受賞の喜びを

報告しました。 

 受賞報告の際には、英語力の向上に加え、ディベ

ートの経験を活かして自分の主張を訴える力の重要

性や周囲への感謝の気持ちなどの話をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■第34回全国高等学校文芸コンクール最優秀

賞の受賞報告がありました 

 １月16日（木）、第34回全国高等学校文芸コンク

ールにおいて最優秀賞・文部科学大臣賞を受賞した

盛岡第四高等学校文芸部の皆さんが、佐藤教育長を

訪問し、受賞の喜びを報告しました。 

 同コンクールの応募数は７部門に7,187点、本県の

入選・入賞は５部門総計26点となりました。盛岡第

四高等学校は今回で14回目の文芸部誌部門最優秀賞

で、２年連続の受賞となりました。 

 受賞報告の際には、佐藤教育長に文芸部誌『志高

文芸』を手渡し、実際に見ながら文芸作品の制作過

程などの話をしました。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

■令和元年度第２回岩手県教育委員会教育長

表彰を行いました 

 岩手県教育委員会では、職務に関する研究開発や

教育活動における指導法の工夫改善、校務事務の運

営改善等に取り組み、優れた成果を挙げた教職員を

対象に岩手県教育委員会教育長表彰を行っています。 

 この度、令和元年度第２回表彰式を２月14日に行

い、５名２団体に表彰状を授与しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■令和元年度「いわての復興教育」児童生徒実

践発表会を開催しました 

 ２月４日(火)、岩手県民会館において、令和元年

度｢いわての復興教育｣児童生徒実践発表会を開催し

ました。 

 本発表会は、これまで推進してきた「いわての復

興教育」の成果を県内外に発信し、その充実に資す

るとともに、震災の教訓を語り継ぐ機会とするため、

昨年度に引き続き、２回目の開催となりました。 

 今回は、わかめ養殖発祥の地であることから「わ

かめ学習」に取り組んでいるの大船渡市立末崎中学

校など７校が復興教育の成果を発表しました。 

 経験や教訓の継承が懸念される中、来場者約600

名が改めて復興教育の大切さを感じる機会となり、

好評を得ることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（発表会の参加者の皆さん） 

（受賞報告の様子） 

（受賞報告の様子） 

令和元年度いわての復興教育」児童生徒実践発表会発表校 
・普代村立普代小学校   ・北上市立黒沢尻北小学校 
・大船渡市立末崎中学校 ・軽米町立軽米中学校 
・北上市立上野中学校   ・宮古北高等学校 
・宮古恵風支援学校 

（記念撮影の様子） 
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■佐藤教育長及び県教育委員による学校訪問

を実施しました 

 １月24日(金)、佐藤教育長、県教育委員が葛巻町

内の学校、教育施設を訪問しました。 

 葛巻中学校、葛巻高等学校では、教職員の指導の

様子や子どもたちの様子を参観するとともに、学校

長等と教育目標達成に向けた取組状況について意見

交換しました。 

 また、公営塾葛巻町学習塾、くずまき山村留学寄

宿舎では、地域に根差した教育による児童・生徒の

育成、葛巻高校との連携について葛巻町教育委員会

吉田信一教育長よりお話を伺いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■公安委員会と教育委員会との意見交換会を

実施しました 

 岩手県公安委員会と岩手県教育委員会では、相互

の連携の下、子どもの健全育成や安全確保を推進す

るための意見交換を毎年度行っています。 

 今年度は、２月３日(月)、県庁において、公安委

員会委員長、公安委員、警察本部長、教育長、教育

委員ほか関係職員が出席し、「情報モラル教育の取

組」及び「児童・生徒のＳＮＳ等の利用に起因した

福祉犯の現状と対策」に関する現状を共有し、取組

等について意見交換を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■令和元年度第２回県教育委員会と市町村教

育委員会との意見交換会を開催しました 

 ２月７日（金）、サンセール盛岡において、令和

元年度第２回県教育委員会と市町村教育委員会との

意見交換会を開催しました。 

 令和２年度における県教育委員会の施策の方向性

等のほか、本県教育を取り巻く様々な課題について、

情報共有及び意見交換を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■教育振興運動55周年集約大会を開催しまし

た 

 １月15日(水)、いわて県民情報交流センター（ア

イーナ）において、教育振興運動55周年集約大会を

開催しました。 

 これは、平成27年度から推進してきた「みんなで

教振！５か年プラン」の取組の成果を検証・共有す

るとともに、令和２年度以降の取組の方向性を明ら

かにすることを目的に開催したものです。 

 神奈川大学人間科学部特任教授 近藤昭一氏から

は、未来社会（Society 5.0）を見据えた今後の運動

推進の方向性について、情報メディアとの上手な付

き合い方の観点から多くの御示唆をいただきました。 

 また、八幡平市の小野公代氏と田野畑村の佐々木

賢司氏からは、教育課題の解決に取り組むことで教

育振興運動の一層の活性化を図るという「みんなで

教振！５か年プラン」の優れた実践事例を、具体的

に御紹介いただきました。 

 県内各地の運動推進関係者335名の参加のもと、運

動開始から55周年という節目の大会を、盛会の内に

終えることができました。 

 

  

 

 

 

 

 
（意見交換の様子） 

（学校訪問の様子） 

（意見交換の様子） 

（大会の様子） 
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■岩手県生涯学習推進研究発表会を開催しま

した 

 ２月６日(木)、岩手県立生涯学習推進センターに

おいて、岩手県生涯学習推進研究発表会を開催しま

した。 

同センター社会教育主事による「地域づくり」と

「家庭教育支援」の研究発表とその協議、県内外の

３つの先進事例の紹介、お茶の水女子大学名誉教授 

牧野カツコ氏の講演を通じ、家庭教育を取り巻く環

境が大きく変化する中での「家庭教育支援」のこれ

からのあり方について、参加者相互の学び合いの場

となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■文化財行政関係者のための「モラル向上」・

「組織マネジメント」研修会を開催しました 

 ２月27日（木）、岩手県庁において、文化財行政

関係者のための「モラル向上」・「組織マネジメン

ト」研修会を開催しました。 

 岩手県立博物館における文化財への不適切行為事

案を受け、国民共有の財産である文化財を扱う行政

担当者としての意識の高揚と理解の促進を図るとと

もに、文化財行政における望ましい組織マネジメン

トのあり方を学ぶ機会とするため開催したものです。 

 県教育委員会事務局から県立博物館における文化

財への不適切行為事案の調査経過について説明した

のち、文化庁文化財第二課主任文化財調査官 近江

俊秀氏から「文化財保護と組織マネジメントについ

て」をテーマに講話していただきました。 

 

 

 

 

 

■第63回岩手県教育研究発表会を開催しまし

た 

 ２月13日(木)・14日(金)の２日間、花巻温泉や県

立総合教育センター、県立生涯学習推進センターを

会場に、県内外からのべ2,300名を超える参加者を迎

えて、第63回岩手県教育研究発表会を開催しました。 

 13日の全体会では、「新しい時代を拓くこれから

のカリキュラム・マネジメント」と題して、横浜国

立大学名誉教授 髙木展郎氏による基調講演を行っ

たほか、「カリキュラム・マネジメントを推進する

ためのポイント」をテーマに、小・中・高等学校の

先生方によるパネルディスカッションを行いました。 

 この２日間を通して、４つの特設分科会と17の教

科等分科会において、12の講演が行われ、約100の主

題の研究成果が発表されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 市町村担当者29名を含む64名が参加し、「今後も

是非継続して実施してほしい」との声が多数寄せら

れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「岩手県教育委員会ＷＥＢフォトニュース」に関する御意見・お問い合わせはこちらまで 

〒020-8570 岩手県盛岡市内丸10番1号 岩手県教育委員会事務局教育企画室 

TEL：019-629-6106  FAX：019-629-6119  E-mail：DB0001＠pref.iwate.jp 

（講演の様子） 

（研修会の様子） 

（基調講演の様子） 


